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バッジ・ウィルソンの世界:「戦争」と物語のパターン
荒木陽子
はじめに
　作家バッジ・ウィルソン（Budge　W灘跳n）は、融27年に北米でも有数の規模と歴史
を持つ軍港を抱えるノヴァスコシア州ハリファックス償ajifax，　Nova　Scotiぼ）に生ま
れた。ω少女時代にホームフロントで第二次世界大戦を経験したウィルソンは、筆者との
2011年8月のインタビューで語るとおり、戦争について書くことへの執着を隠さず、くり
かえし戦争の時代を生きるノヴァスコシアのこどもたちの物語を書いている。デボラ・エ
リス（D曲o謬h田［‖s）やシャロン・マッケイ（S為就OぱMcKay）など大戦の経験のない
世代のカナダ人児童文学の作家たちが、国外の紛争地域を題材とする作晶を出版し注目を
浴びているのとは対照的であるぷ本稿はウィルソンの作品のうち、軍事的戦争をテーマ
の一つとする物語を検証し、そのウィルソンの文学世界における発展過程を考察するとと
もに、そこに軍事的な戦争をテーマとしないウィルソンの作品と共通するひとつの物語の
パターンを見出すことを試みる。
1．噂3歳　いつも一緬中の祖母の日記：戦争をテーマとした物語の原型
　ウィルソンは躍89年に出版された駿3歳　いつも一織（酷ぴ飴醐A徳囎τα〕翻夢慌、
以下『13歳』と省絡）において初めて本格的に戦争というテーマに取り組む。（3）同作晶
は、1984年に出版が開始されたウィルソンの少女向け児童文学作品群、ブルー・ハー
バー・シリーズ（Blue　Harbo鷹S雄es、全5巻）の第4巻であり、その時代設定は19蹄
年である。ここでシリーズ第工巻「史上最高／最悪のクリスマス・ゴレゼント』（霊石昆帯W
鞠縮rα㎡日惣灘勘欝蜘τE獅ぴtg84）において10歳だった主人公のロリンダ（Lぱmda
Da雌hinee）は13歳に成長し、ハリファックス出身の母方の祖母ローラ（Laぴa
Davison）の形爲の藏記を読むことにより、ローラが同じ年だったころ、すなわち1940
年頃のハリファックスについて学ぶ。鴇当時13歳だったローラは作品の現在である工989年
に62歳で亡くなることから、ウィルソンと同じ1927年生まれである。㈲ローラの例にみら
れる通り、ウィルソンはしばしば登場人物に対して、ロに出せない考えや気持ちを日記や
書簡に文字で表現するように仕向けるため、彼女の作品の中にはしばしば日記や書簡が組
み込まれること、またジャニス・キュリック・キーファーσa斑ぱKulyk－K鍵f紅）が指
摘する通り、こうして鴨く女性」が描かれること自体がカナダ沿海諸州の文学では葬常
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にまれであることには雷及しておくべきであろう。㈲
　町3歳』自体は戦争物語でも歴史物語でもなく、祖母の讃記を読むことにより成長する
少女を描く教養物語である。しかし、覆リンダはローラの少女時代の日記を読む形で、さら
に読者はローラの日記を読むロリンダの物語を読むことにより、配給制、灯火管制、港一杯
の船、潜水艦、魚雷、空襲警報、軍港都市ハリファックスの膨張、爆発事故、家族や知人の出
征、戦死、イギリスからの疎開児童などのローラの経験した第二次世界大戦を追体験する。
　日一ラのさまざまな戦争体験のうち特に強調されるは、イギリスからの疎開児薫
（E簸創ish　g斑ぽchi玉dr鋤）との交流であるから、本稿は作品中描かれるヒラリーのカ
ナダへの移転と順応の過程に注園したい。ローラの家では疎開児童のヒラリー（Hilary
S誕c撚飴）を受け入れる。作品中イギリス人ヒラリーの「イングリッシュネス」は、イ
ギリス英語、階級意識、感情表現の否定などとしてステレオタイプ化されるが、田彼女は
ローラとの交流の中で次第にζカナダ化］し、イングリッシュネスを喪失していく。そし
て、ウィルソンは作品中ヒラリーのカナダ化を感情表現の肯定やカナダ英語の獲得という
形で表現する。㈹ヒラリーのカナダ化は作品中では積極的な変化、すなわち城長」とし
て描かれるのみならず、ヒラリーのローラの兄ノーマン（NOrm孤）との結婚という後日
談に帰結する。翻二人が結婚後イギリスに居住する筋書きは、それまでのカナダ化の書説
と矛盾するような印象を与えるが、この結末をもってウィルソンは、カナダ・ナショナリ
ズムを越えて、戦争の影響力の双方晦性を示唆している。
　ここまでの説明では、新天地を経験しているのはヒラリーだけのように感じられる
が、実はそうではない。受け入れる側のローラもアナポリス・ヴァレー（An願p口lis
Va融y）の小さな町ウルフヴィル（WolfviUe）から、カナダ沿海諸州巖大の都市であ
り、海軍基地と港を見下ろす要塞（Cityじitadd）を抱えるハリファックスに引っ越して
嚢が浅く、新天地における生活への順応に苦労しているからである。ローラの家族の移転
の理由は明確にされていないが、ウルフヴィルと比較して過密状態で生活しにくいハリ
ファックスに戸惑うローラに対して、母が開戦後ハリファックスの人隠が6万人から紛万
人に急増したことを説明しているから、彼らの移転もおそらく戦争を背景にしたものであ
ることがうかがえる。⑳）
　ヒラリーやローラの例にみられるこどもの新天地への移転というテーマは、暇3歳』に
先駆けて、同シリーズの第3巻『ふるさとをはなれて』（A鋤ぴ舘耽富o醐鋤雄松）にお
いても、父がテキサスで病気療養するために、ロリンダと弟がオンタリオ州ピーターボ
灘（Pe法rborOugh）のおぱのもとに一時的に引っ越しを余儀なくされるという形で故り
上げられているため、本シリーズにおける重要なテーマの一つであると考えてよいであ
ろう。組）ロリンダは次の引用のとおり、第4巻でローラの日記を読む際、自らのオンタリ
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オ体験をヒラリーのカナダ体験と重ね金わせることによって、時代背景の違いを越えて、
「知らない土地で生活すること」について理解を深めていく。
　「ああ、おばあちゃん］、彼女はささやく、「ちょっとぐらい変な奴でも、彼女にや
さしくしてあげて」。彼女はマリオンおばさんのところで過ごしたつらい最初の数
週間、ジェイムスと二人ぼっちでオンタリオという新世界で孤独にさらされたとき
のことを思い出していた、ミルドレッドにはノヴァスコシア識り、服、母親をマ
ミーと呼ぶことをからかわれた。藺
　このように、ロぴンダはイギリスとカナダにおける生活の違いをあげつらうヒラリーを
苦々しく記録するローラの日記を読みながら、半世紀前の少女の体験に共感し、それを自
らが生きる現代の問題として消化するのだ。
　先に筆者は感情表現の方法の獲得がヒラリーのカナダ化の過程においてもつ重要性に
言及したが、作中ウィルソンはベッドフォード湾（Bedford　Basin）で起こった火薬類を
積んだ貨物船の爆発事故を契機として彼女にその機会を与える。この事故に接すること
で、それまで「35歳ぐらい」の大入のようにふるまい、人前で泣くことのなかったヒラ
リーは初めて声をあげて泣き、暇その開放感を、「ああ1すごく気持ちよかったわ。残り
の人生週に一回はあんな大泣きしようかしら］と表現するようになる。（④この場面の直後
に、ローラが火災を起こした船を海軍が沈没させたのは1917年のハリファックス大爆発
（Haぼax　Expjosion）のような大爆発を防ぐためであったことを解説していることは、ヒ
ラリーもまた感情表現の方法を手に入れることによって、抑圧された感情の大爆発を回避
することができるようになったことを示唆する。⑯
　ここまでのヒラリーのカナダ化の過程をパターン化すれば「戦争⇒新環境への移転
⇒葛藤⇒感情表現⇒新環境への順応」となる。しかし、ヒラリーの物語は、あくまで
現代を設定としたシリーズの一作品に過ぎない町3歳亘中の劇雫劇に示されたサイドス
トーり一の域をでない。そこで筆者はウィルソンが畦3歳』中の悟一ラの臼記」を、
登場人物の名前を変え、詳細な歴史背景やサブストーり一を書き加えることによって、第
二次世界大戦ホームフロントの歴史物語として全4巻のイジー・シリーズに発展させたの
ではないかと考える。次章では、ウィルソンがイジー・シリーズにおいて、どのように
『13歳』で提示された上のパターンを歴患物語として発展させたのかを検証したい。
琵．イジー・シリーズ：ローラの鷺記の発展と歴吏物語化
　イジー・シリーズの作品を考察する前に、岡シリーズが収められるアワ・カナディア
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ン・ガール・シリーズ（O罐Ca疏dl証Gir1当蠕］e6きについて簡単に説明したい。アワ・
カナディアン・ガールは20艦年よリペンギン・カナダ（P舷n馴濱Ca雌da）が8～膿歳
（彊聴n批）の少女を対象として出版している歴史物語シリーズである。同シリーズから
は、20H年鷲月現在、ウィルソンの物語の中心であるイジー・パブリカヴァー（1認鰺
Pu擁CO聴r）を愈めて、12人の過去のカナダを生きる少女を中心とする歴史物語が出版
されている。物語はそれぞれ閲0頁前後の小冊子4巻から構成されるが、ペンギン傘下の
パフィン（P癒鍮ヨ）は顯鎖年以降既発の小冊子を少女ごとに一冊に再編纂した書籍も販
売している、
　物語の地理的舞台はギカナダ」の歴史を語るために、国内さまざまな地域に分散してい
る。しかし物語の主人公はエスニシティには差異があるものの、大半は英語を話す自人
で、白人以外の士人公は黒人のレイチェル（Ra廊戚、白人と先住民の混血であるメティ
ス（Me飴）のアンジェリーク（Ang曲que）のみである。また、シリーズの物語の時代
設定はイギUス支配が決定的となる1760年代から甜40年代までである。ここにみられる
τ偏り」から、シリーズの提供しようとしているザカナダの歴史」の性質がうかがい知れ
るが、シリーズの文化ポリティクスを考察することは本稿の目的ではないので別稿に譲
る。（諭
　イジー・シリーズは、第二次世界大戦中のノヴァスコシア・ホームフロントを舞台とし
ている。13歳のロリンダの目を通して編集されたローラの描く短期間かつ断片的な戦争
体験に比較して、』94』年の年末から緯妬年までを舞台とし、シリーズ中で主人公が且歳
から錯歳に成長するイジー・シリーズでは、書うまでもなく第二次世界大戦中の少女の
体験とそれを取り巻く環境をより広く深く描くことが可能である．
　以下に検証する通り、ローラの習記とイジー・シリーズは多くの類似性を持つ。主人
公のイジーは、撹一ラが移転先のハリファックスでヒラリーに出会ったように、ノヴァ
スコシア州サウス・ショア（SOぱh　Shore）の架空の漁村グラナイト・コープ（G瓢蹴e
Cov司から軍需禦気に沸くハリファックス地域への移転を強いられ、そこでイギ見スか
らの疎開児童バトリシア（Pa讃cia　Wither＄poon）と出会いともに成長する。このシリー
ズを超えたテーマの共有から、こどもの移転と薪環境への適応というテーマがブルー・
ハーバー・シリーズに限られるものではなく、ウィルソンの文学世界を貫く薫要なテーマ
であることがわかる。
　パ3歳』ではローラのハリファックス移転の背景説明がほとんどなされないのに
対して、シリーズ第」巻財ジー　　クリスマスらしくないクリスマス』（苗欝∫e：丁加
αぴ鯨泣刀継7ゐ醒A力ηロ醒陥日」ゴrα］㎡蕊m縮20◎鋤および、第2巻『イジー・一一一トロン
ゲート号の猛威』（勧箒アめn幽鉋筑』w20◎5）においては、イジーの引っ越しの理由は
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戦争を背景とするものとして明確に位置づけられる。油イジー・シリーズにおけるウィル
ソンの戦争描写は詳細である一方で、そこで取り上げられるトピック自体はローラの日記
で触れられたものとさほど変わらない。第1巻は、戦時下のハリファックスへの人口の集
中、物資（特に燃料〉の配給制にくわえて、連合国輩側のコンボイや知人の戦死など激化
しつつある戦争の影を描き、次巻におけるイジーのハリファックスへの移転へと物語をつ
なぐ。鵬そして、ローラの家族が後に戦死するジェフリー（Geoff挫y）という海軍の兵士
を寄港のたびに家族のように迎え入れるように、第ユ巻の終わりには民闘入であるイジー
の家族と軍入の交流も用意されている。歴史物語としてはリアぴティに欠ける展開ではあ
るが、イジーのクリスマス・パーティに、嵐で座礁した掃海艇から脱出したカナダ兵と、
彼らの救命ボートに救われたドイツ軍の潜水艦の乗組員が合流するエピソードが付け加え
られているのだ。鶴
　シリーズが歴吏物語としてのリアリティを増すのは、現実に起こった事件が物語に組み
込まれ、イジーの家族にも直接戦争の影響が及ぶ第2巻からといえよう。1942年の冬から
翌年の春までを描く同巻では、ローラの父が第一次世界大戦で負傷した退役箪人として家
庭にとどまるのに対して、家族がいることを理由に入隊を拒否されていたイジーの父が海
軍へ入隊するという出来事を通して戦争の激化が伝えられる。兄の出征がローラの家庭に
それほど大きな影響を与えなかったのに対して、世帯主である夫を失った専業主婦のイ
ジーの母は生活の糧を得るために、二人のこどもをつれて軍需景気に沸くハリファックス
地域、正確にはより家賃が安く、ワーキングクラスの人々が多く暮らす隣町ダートマス市
（D緯mo就h）のウッドサイド（WOodsi聴）地区への移転と就業を余儀なくされる。⑳こ
のようにローラの日記では説明されることのなかった引っ越しの理由が描きこまれること
によって、物語は歴史物語としてのリアリティを増す。
　特に第2巻はヒラリーが経験した職争⇒新環境への移転⇒葛藤⇒感情表現⇒新
環境への順応」のパターンが再び展開される点で重要である。転校生のイジーがバトリシ
アと出会うのはこのダートマスにおいてであるが、ローラのハリファックスへの順応の過
程がほとんど描かれなかったのに対して、ここではイジーの薪天地への適応も描かれる。
程度の差はあれイジーにもバトリシア同様の困難があったことは、服装の違いや英語に他
のこどもにはないアクセントがあることをからかわれる際に、「彼女もバトリシアもどち
らも他のみんなとはちがっていた」と、二入が同列に並べられることにより強調される。⑳
　さらに注目したいのは、ウィルソンがヒラリーの感情表現を誘発するための装置として
用いたベッドフォード湾における糞夜中の爆発事故を、ヒラリー同様にやはり階級意識と
イギリス的価値観にとらわれ、泣くこともよしとしない疎開児童として描かれるバトリ
シアの感情表現手段の獲得、そしてイジーとの友情の深化のきっかけとして再び用いて
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いる点である。願この爆発事故およびその結果であるバトリシアの感情表現の重要性は、
彼女が第2巻のサブタイトルを「トロンゲート号の猛蜘とし、この事故について文求に
3貰にわたる註を付していることが明示する。⑳また騒3歳』中の爆発事故があくまでこ
の事故をモデルとしたフィクションである可能性が高いのに対して、ここでは歴史物語ら
しく作品中の時間軸を作品外の世界と合わせることにより、この爆発事故が1942年4月9
馨にベッドフォード湾で起こったTNTを積んだイギリスの貨物船トロンゲート号の爆発
事故であることを示し、ユ945年の原子爆弾投下以前は世界簸大の爆発事故であったハリ
ファックス大爆発とリンクし、その重要性を強調する。㈱
　また、ローラの日記がヒラリーのイギリスにおける生活の描写に踏み込まない…方で、
イジー・シリーズ第3巻『イジー一バトリシアの秘密』肱ばび醸抽瓢爵56ぴ泣2005）
では、トぼンゲート号の爆発事故をきっかけに自分の気持ちを表現しはじめたバトリシア
が、イギリスにおける生活を明らかにしてゆく。バトリシアは貴族の撫を引く母を持つも
のの父は犯罪者であるという自分の素性を打ち明け、イジーの提案に従い音信不通になっ
ていた父と文通を始めることにより、自己表現をさらにすすめる。⑳彼女の自己表現はカ
ナダへの適応とともに進み、近代化されたロンドンとは大きく異なり、電化・上下水道整
備が進んでいないイジーの故郷グラナイト・コーヴにさえ、にこ大好き」と語るように
なる。酬そして、戦況の好転と終戦を描く第4巻『イジ～一一帰郷膓（』勿ゴピ勘m江om力堰
2006）では、バトリシアはついに今も大好きだというイギリスに対して「でももうそこ
には属してないように感じるの」と語るようになる。⑳以下に引用するとおり、ウィルソ
ンは、高貴な人物と再婚を遂げた母から、父とともにカナダで生活することを願うバトリ
シアに届く「絶縁状」と、その手紙への彼女の反応をとおして、彼女のカナダ化を決定づ
ける。
　さて、少なくとも彼女とその新しい一流の夫は、時々怒ったり泣いたりしちゃう
カナダ説りの14歳の娘というお荷物がなくなって、二人の人生、ここぞとばかり
に何でも好きにできるってわけよね。㈱
　母からの手紙とバトリシアのその手紙への反応は、くりかえしイギリスを厳格で階級
制度が残り感情表現を認めない国として印象付ける一方で、対照的にカナダを、短期問
に漁村の専業主婦からラインエ、秘書、そしてマネージャー職を打診されるまでに昇進
するものの再び漁村の主婦にもどろうとするイジーの母や、（鋤漁夫から海軍に志願し軍人
となり、下士官（petty　Officer）に昇格して帰還し、ふたたび漁夫にもどろうとしている
イジーの父が体現する社会的流動性のある国として浮き彫りにする。㈹ウィルソンは、パ
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トリシアが帰国し父とともに、1946年にカナダへの移民許可を待っている状況でシリー
ズを終わらせる。鶴ここに、時代設定や登場人物の人格形成に無視できない類似性をもつ
ローラの日記のなかで欝組みの形でしめされた、職争⇒薪環境への移転⇒葛藤⇒感
情表現⇒新環境への順応」というパターンは、フル・スケールで完結を見てはいないだ
ろうか。
　ここまでの検証は、ウィルソンのイジー・シリーズが『13歳』中のローラの日記との
あいだに時代設定や登場人物の人格形成上の類似性のみならず、「戦争⇒新環境への移転
⇒葛藤⇒感情表現⇒新環境への順応」というパターンも共有していることを明らかに
した。このようにイジー・シリーズを、ウィルソンがローラの日記で提示した「原型」に
加筆し、それを発展させる形で歴史物語として昇華させた作品であるとみなすことは、見
当違いではないであろう。
皿．財リバーの戦争ガローラの日記の現代化と多義化
　ウィルソンの戦争を取り扱う児竃向け文学作品のうち、『13歳』中のローラの鷺記の発
展形であり、「戦争⇒新環境への移転⇒葛藤⇒感情表現⇒新環境への順応」という基
本的なパターンを共有していると考えられる作品がもう一つある。199◎年代初頭のハリ
ファックスを舞台とする『オリバーの戦争』（α囎f≧陥摺1994）である。㈱これまでに
考察した蛭3歳』中のローラの臼記ならびにイジー・シリーズが、いずれも第二次世界
大戦を生きる少女を主人公にした物語であるのに対して、『オリバーの戦争』は湾岸戦争
を背景に駕歳の少年オリバー・コパック（O］iver　Kovak）を主人公として書かれた作品
である。本作品の主眼があくまで現代におかれていることは、湾岸戦争の風景、空爆、銃
声やサーチライトという戦争の脅威が、つけっ放しのテレビや薪聞というメディアを介し
て恒常的に生活背景に組み込まれていることから明白である。《鋤
　しかしながら、ウィルソンは現代の湾岸戦争を、オリバーが同居することになった祖父
母との会話、そしてカナダでも最も歴史の古い地域のひとつであるハリファックスの街そ
のものを通して、過去の戦争の歴史にリンクしてゆく．ウィルソンは、他作晶にも登場す
る歴史的エピソードを有意義に編みこむことにより、『オリバーの戦争』を彼女の既存の
文学世界の一部として機能させているのだ。
　オリバーの年齢は1990年に12歳であるからロリンダに近い。しかし、本作品は間3
歳』の主人公を男性に置換した作品ではなく、むしろ現代の少年を用いてローラの日記を
昇華させたものと考えた方が理解しやすい。二つの作品をつなぐのは次の段落で考察する
物語のパターンの類似性だけではない。オリバーの転入先が、灘一ラとヒラリーも通った
タワー・ロード・スクール（Tow泣Road　SchooDに設定されているのである。瀕新しい
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環境で緊張するオリバーは、ご912年建造のハリファックスの旧タワー・ロード・スクー
ルをモデルとする☆い校舎を見て、㈱ここで数えきれないこどもたちが学んできたことを
知り、不思議な安心感を得、自らの生存の可能性を認める．このエピソードは、灘一ラの日
記と『オぴバーの戦争』の関連牲を示すものとして重要であるので少し長いが引用する．
　まだ不安だったけれど、彼にもこの学校が今まで行ったことのあるどの学校とも
違うことぐらいは見てとれた。まず、それは古かった。タイルと金属と、プラス
チックの代わりに、階段の手すり、長い階段のまわり、そしてあたりの窓やドアの
無自には、つるつるに磨きあげられた古い木が使われていた。風変わりな小さな廊
下や、思いがけないところにいずこへ続くかも知れぬ短い階段があった。それは不
思議で見慣れないものだったが、どういうわけか暖かく、心やすまる感じだった。
こどもたちがずっとずっと長い間この学校に来ていることがわかったからだ。そし
て彼らは生き延びたのだ。この学校に来ても死ななかったじゃないか。とにかく、
灘死はしなかコた．彼はその考えににこにこした。㈱）
このように、半世紀を隔ててタワー・ロード・スクールへの転校生たちはつながれ、オリ
バーはウィルソンの文学世界の中を生きはじめる。
　次に『オリバーの戦争』をローラの日記やイジー・シリーズと結びつける物語のパター
ン上の類似性を検証する。オぴバーはロリンダのように歴史の中の戦争に触れるのではな
く、むしろ日一ラやイジーのように、自らが戦争を体験し、故郷のサスカチュワン州ムー
スジョー（Moo距Jaw，　Sask批chew鯨）からハリファックスに転居し、転居先でヒラ
リーやバトリシアを喚起するワシントンDC撫身の少年ガス（G囎R．og泣s）に出会う。オ
リバーの父はカナダ陸軍の看護師、ガスの父はアメリカ陸軍の兵士であり、二入は父が中
東に派遣されたため、縁故をたよりハリファックスにやってくる設定だ。先にハリファッ
クスに移住していたガスによるオリバーに対するいじめは、他の物語中、英加の少女たち
の間に当初みられた生育環境の違いを起因とする劇察を極端に強調したかのようである。
しかし、二人はこの敵対関係の中から互いに感情表現の方法を学び、苦しみや恐怖を分か
ち☆うことにより相互理解へと向かい、ともに新天地へ順応していくのである。頗ここに
他の物語においても見出された「戦争⇒新環境への移転⇒葛藤⇒感情表現⇒新環境
への順応」というパターンが見られる。この「発逸パターンは他の物語では、主人公よ
りも外国からの疎開児童により強く見られたのに対して、財月バーの戦争』ではアメリ
カからやってきたガスのみならず、カナダ国内でも地理・文化的に遠く離れた西部撫身の
主入公にも強くそのパターンを見出すことができる点は指摘されるべきであろう。二人が
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物語の最後までには薪天地の生活の価櫨を認め、本格的にハリファックスに引っ越しても
よいと考えるように至る点では他の物語と同じである。㈱
　ウィルソンは、ひとりだけではなく二人の登場人物の新天地における適応過程を描くこ
とにより、適応の媒介となる感情表現の重要性をより強く強調することができる。それ
は、ここでオリバーの学ぶ感情表現の手段が、他の二作品にも見られた声をあげて泣くこ
とや手紙を書くことのみならず、絵を描くこと、レポートを書くこと、はっきりと相手に
自分の気持ちを話すことなど、より多様に描かれていることからもわかる。そして、先に
考察した他作晶同様、『オリバーの戦争』でもハリファックスの過去の爆発事故（1剖7年
のハリファックス大爆発と与945年7月18～20臼のベッドフォード火薬庫の引火事故）を引
き金に、登場人物の感情の爆発、そしてその連鎖が描かれる。（醐それはハリファックスに
転入して以来、自己表現の方法を段階的に学び続けてきたオリバーが、祖父の教えてくれ
た爆発事故のエピソードを回想した後に起こる。第一にオリバー同様、長く自分の気持ち
をとどめてきた祖母が、オリバーとの会話の中で、家族の秘密をオリバーに話すようにな
る。そして、それをきっかけにオリバーは自分の考えを抽象画、手紙（書き言葉）、そし
て口頭言語で表現することができるようになる。この手助けをするのが美術教師であるこ
とは象徴的である。囎さらに、自分の苦悩を語ることなく、そのフラストレーションをオリ
バーをいじめることにぶつけていたガスも、作品後半に戦場の父を襲った地雷の爆発、鶴
そして侮よりもオリバー自身のガスに対する感情の表出という曝発」をきっかけとし
て、父の負傷、両親の別離、現在同居中のアルコール中毒気味で暴力的な叔父からの虐待
など、自分の苦しい境遇をオリバーに、話し始めるのである。（繍このオリバーの祖母から
始まる憾情の爆発」の連鎖は、小さな火種から始まった爆発が、引火により新たな爆発
を繰り返す物理的な爆発のイメージと絶妙に重なる。
　本作晶がローラの日記やイジー・シリーズから際立つ点は、感情表現の重視だけではな
い。ウィルソンは『オリバーの戦争』の原題において「戦争」を複数形（Wars）とする
ことにより、湾岸戦争という暉事的戦争」とそれに伴う父の出征、転居を、それを取り
巻く母親の失業と再就職、いじめ、祖父母の家での生活、苦手教科との対縛、自分を理解
してくれない教師、そして自分自身など、オリバーの抱える多様かつ一般的な職争（戦
い）」の象徴として打ち繊すことに成功している。そしてこの操作により、『オリバーの戦
争』は、過年により「昔話］に陥ることを回避する。このように、イジー・シリーズが
ローラの日記を歴史物語として書き増したものであるのに対して、『オリバーの戦争還は
灘一ラの日記のパターンをなぞりながらも、文脈を移動することにより、そこにあらわさ
れる登場入物の発達のパターンの普遍化を試みた物語であるとも考えられる。
　ウィルソンのその他の作品のなかにも、『オリバーの戦争』で見られるような、「日常
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生活の戦争」を経験するこどもが、類似する発達のパターンないしはその変形パターン
を経験する物語は存在する。本稿第1章で書及された『ふるさとをはなれて藤や、北方
を舞台にした児童向け問題小説『シャーラ』（5随勲ig9の、そして彼女の代表的短編
集である『旅立ち』ぱ熟石L戯V加冨1990）に収録された「わたしのいとこクラレット」
℃ぷyCo麟nCl蟹磁ざ）などである。㈱『ふるさとをはなれて』はロリンダの父の病気、
嘗シャーラ』は主人公の父の失業を「戦争」ととらえれば比較的容易にこのパターンに収
まっていることが理解できるので、ここであえて考察しない。一方で「わたしのいとこク
ラレット」は、他の作品とは異なり読者をヤングアダルト層から大人に設定したクロス
オーバー作贔であるとともに、類型のパターンを途中まですすみながらも、その後半を反
転させている点で興味深いので、最後にこの短編小説において、先のパターンがどのよう
に展開されるのかを検討し論考を終えたい。
W．『わたしのいとこクラレットゴ自己蓑現手段の獲得に失敗したケース
　「わたしのいとこクラレット」は、1984年の12月にトロントの地下鉄で、主人公の
ヴィクトリア（Victoria）が美しく裕福そうないとこのクラレット（αar迷姥）を見かけ
たことから、彼女と過ごした閲54～55年へと記億を巡らせる物語である。鏑当時、U歳
の少女だったヴィクトリアはイジーやロリンダ同様，サウス・ショアの小さな町ルーネン
バーグ（L顯e蜘碇齢に住んでいたが、両親が離婚したアメリカ人のクラレットが静養
のための安定した環境を求めて転入し、ヴィクトリアの部屋で約10か月を過ごすことに
なる。つまり、クラレットはイギリスからの疎開児童が第二次世界大戦を逃れてカナダに
移転したように、両親の離婚という職争」を逃れカナダにやってくるのである。彼女は
転入当時のイギリス人少女たちのように、大人や初対欄の人物には、上贔にそして寡黙か
つ気丈にふるまう。しかし、一方で、クラレットはヴィクトリアや学校で親しくなった同
世代者に対しては、本心を打ち明けることなしに、ただ自らのフラストレーションを発散
するかのように陰険にふるまう、感情表現の未熟な人物としても描かれる。働これは、『オ
リバーの戦争』のアメリカ入少年ガスが幸せとは言えない生育環境の中で、他人に自分の
不安を打ち明けることなく、クラスのいじめっことしてのキャラクターを作り上げていく
様子と重なる。
　しかし、「わたしのいとこクラレット」は、ここまでに検討してきたウィルソン作品に
共通する職争⇒新環境への移転⇒葛藤⇒感情表現⇒新環境への順応」というパ
ターンを途中まで共有しながらも、最後の二つの過程で大きな相違をみせる。クラレット
には、他のキャラクターに見られたような、憾情の爆発』もその後の自己表現手段の獲
得を介した周囲との和解も起こらないのである。彼女の感情表現は不安や苦悩を打ち明け
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ることなく、引っ越し当初のオリバーがそうであったように、ひとりでこっそり泣くレベ
ルにとどまり、彼女は約10か月後にアメリカに帰国する直前まで、周囲の人々に心をひ
らくことも新環境に順応することもないままであり、帰国後は音信不通となる。㈹当然、
他作品が言及していた歴史的な「爆発」のイメージは本作品には現れない。
　そして、自己表現方法の獲得に失敗したクラレットにウィルソンが用意した結幕は自
殺である．クラレットは、物語の最後で1980年代のトロントに引き戻されたヴィクトリ
アの圏の前で地下鉄のプラットフォームから投身する。「わたしのいとこクラレット」は、
「戦争」に伴う移転と葛藤を介して自己表現方法を獲得してゆくという、ここまで検討し
てきたパターンの一つの変化形であり、先に検討した三作晶と同列で読まれることによ
り、ウィルソンの文学世界における広い意味での「戦争」と、それを介した噛已表現］
方法の獲得の重要性を強く伝える特に重要な作品と言えよう。
むすびにかえて
　本稿は、バッジ・ウィルソンの作品のうち、軍事的戦争を背景とする児童文学作品『13
歳　いつも一緒』、イジー・シリーズ、『オリバーの戦争』に着目し、そこに登場人物を
取り巻く類似する物語のパターンを見出した。そして、『オリバーの戦争』にならい「戦
争」の解釈を「日常生活の中の戦争］にまで拡大し、クロスオーバー作品ギわたしのいと
こクラレット」までを研究の範躊とし、ウィルソンの文学世界における職争」と、それ
を介して「自己表現］の手段を手に入れることの重要性を論じた。類型のパターンの作品
を書き続ける作家に対して、批評家は商業主義や想像力の枯渇といった消極的な判断を与
えがちである。しかし、自らの重要であると信じることを伝えるために、その危険を顧み
ずに書き続けるウィルソンの姿勢を筆者は積極的に評価したい。
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（32）原文は以下の通り。“Oh，　G臓ndma，”sh℃wh拍挺re（1，“s賠y顯cじ始h蠕，　evぱ鷲油ピ㌔a掴t　of
　　a烈敬♂S姪w離艶m鷺斑b腔ingぬe　first　ter℃ible　w挫k＄誠Au鉱Mぽ｝◎n畏s，　when癒e　and
　　Jam燃had　b悲熟a簸顯one　m　t岳鍵w　wor玉d　of　O蹴ar云o。　She賠mピmbe驚d　Mildr顯makmg
　　㌔nOr　h艘Nov殻S£otia　accent，　her　clothes，　th松ways　she　c孟熟《d　her　m口ぬ鷲Mummy，　See
　　Wぼ瓢鯨，月ヒ灘呂鐙．63講4．
α3）W量］日α蕊，ア泊富挺惑ぼ駁～，1》～1－24．
（1喧）原文は次の遜り。℃紺Th鯨蜘壮＄◎gOoぷ我h［Ωk泊］hav松a掴g　how姫ぱ松琉塾o批e　a　w・eek
　　　forth松聡就C）fmy　I9廷㌧W目田◎n．ア凝れ在燈鐙，1［≧3，
（15）Ibid。，1顯．この爆発事故は本稿第口輩で取り上げるイジー・シリーズ『イジー一一ト日ンゲー
　　　トの猛威』で詳細される、提42年4月にベッドフォード湾で起こった火薬類を積んだ貨物船
　　　トロンゲート号の事故をモデルにしたものと患われる。慕ud鶴Wilson，皿紅廿o灘g蹴F瓢y
　　　（T◎ronto：Peng磁n，2005）．ト日ンゲート弩の爆発事故を含む、ハリファクスの第二次世界大戦
　　　中の爆発事故については以下の書籍が詳しい。｝1．殖］］ard　Wright短cooperation　wi琉CFAD
　　　Bedford，丁旋｝α力6r王融苗泣x王瓢がc鷲ぬぴ君e〕㎡われd　A鍛冨没田強己ゾα∫y　18－2α1945（Halifax：H，
　　　雄］］ard　Wr穂ht，2001），
一蔦6一
（16）
（17）
（田）
（さ9）
（班）
（瓢）
（22）
（23）
（挺）
（25）
⑫6）
（27）
（認）
（29）
（30）
（31）
（鋤
（33）
（誕）
（3δ）
（36）
アワ・カナディアン・ガール・シリーズについては、以下のウェブサイトが詳しい。P組gu語
Cana（撫。　Ouτ鋤ぼ融刀G在孟20◎1－200轡，斑）cξ…＄sed　15　Januεぼy　2（）12；av田1able　from　httPl／／
www，ourcana（戴an葛｛r1．ca，2◎12年3月出版予定の‡鵠稿　デOur　Canぼd語n　Gir］Ser［es｛こ関する一一
試論」『北海道情報大学紀要』vd．23，　n◎．2（2012）193一賠．も参照されたい。
Budge　W鷲s◎泊，伽∫e：描e　C撚5雄鍵sアわ凝τA力η（焙τ1梅8刀㌃ぐroronめ：Peng誕n，2002）．イジー
の引っ越しの理由およびその過程については特に『イジー　　　トロンゲート号の猛威』第6－
46頁に詳しい。　W目son，乃刀蹴迎力己6－46．
Wilson，（斑η泊蛤ぼ昂2－7。
Wilson，抽ぴ飴已Ω．1］．歎Wi1S（＞n，　Cゐn鷲血ぼS　75－87．
W鯨on，鷲ロΩ醐輻10．28－29．この物語は戦争を背景とした女性の自立の物語としても読める
のであるが、本稿の議論の中心はそこにはないので深入りはしない。ウィルソンがこどもを主
人公としながら、主人公を敢り巻く大入の物語を描くことを得意としていることについては、
註（1）でも雪及した拙稿を参照いただきたい。
原文は“B（）‡h＄he　and　Patricia　wer6　unlikeεtll　the　other　s組de蹴s：’Wi⊥日o額，豚on雄薦59－60．
W錘so負，7抽瑠ぼ尼59－66，79－94。
Ibid，，98－100．
Ibid．，83．
蕗じ膓dge　WI夏son，皿e∴臨むゴα逗絃5eぱ響『（Toronto：智eng迫n，2005），65，76，
原文は以下の通り。‘‘IIo㌣e　th総p捻（把∴　See　Wns◎n，勘緬α為76．
原文は以下の通り。“But　I祖就fed　lik松Id（氾’t　b磁ong寵ere　anymore∴　Se℃Bu（3ge　W目sΩn，
勧紅品m巴α㎜加苗ゴTorontO？enguinぱ006）．58，
バトリシアの母からの手紙については第4巻第U8－2◎貰を参照のこと。また、引用の原文は
以下の通り。“NOw，就Iea＄t，　she－and［he簸ew　and　distinguishcd　husband＿wiU　be　free
to　do　abSO1就ely蹴ythi㎎th卵醐雄to　do　with　th泣1ives－wit泌泣愉i㈱ed｛ment　of践
four法已nヅear－old　daugh法r　wi旗aCanadian　acc巴nt，　who　is　mdMed　to　9㎏t　an菖ry　and　cry
fr〈）m　time　to鍼me：’See　Wils（m，推）m■α㎜加掃121．
Wilson，7姓）㎎ぼ亀29；Pヨ泣～α逗㍍17：勘m松α遡∫㎎叉8－19．
Wilso鷲，雅o㎎凝雄63：論mec㎜膓㎎125．
Wi］son，雄瀕巴oロm『Ω昆123－24。
Budge　W目son，α噺℃〆8輪搭（T◎r◎nto：St（ヨddart，1自94）．
Ibid二，17，27－28。
W目son，賠か¢巴已田，45、
モデルとなったハリファックスのタワー・ロード・スクールの建物は、現在はハリファッ
クス・グラマー・スクール（1弍a玉i鉋xGrammar　Schod）の校舎として使用されている。詳
しくは隣接するセント・マリーズ大学のウェブサイトを参照されたい。‘‘Neighbourhood．”
　　　　　　　　タ5鋤抽蹴y日蹴∫ve欝∫瓢acces艶d工4鳳n賑てy　2012；a瀕la流fr◎n癌魏〃www。灘VL斑／
wh就snew／neighbour／ne嬉hbourhOod。htm蓬．
原文は以下の遡り。“A麦though誕w鵡s樋u醗麗y，　he　was　able　to　notice《hat　this　school
w鵠dif艶織流om　anyぬピd　ever　be餓in。　For　o聴thing，　it　w田O姓1誠銀d　oぱ1鑓鋤d
me甑膓S鍬d　pぬ話1鷺うit　hξtd　a　lot　of　smooth　POlished　dd　wood（）灘the　bξm恕t培rs，　around　the
］o荘gs抱irway，　and　s田ro碩din菖the　windOws鍛d　tr蹴so瓢o蛙he　doo蠕、　The距鞭艶
odd｝i札拒hallway馨and　shc）ぱ穏簸expe江ed　st滋rcases　Ieading亡o　unknown　pla℃es．　鷲was
str磁ge鯨d　unfa漉1誼，　b誕鋤m已how　w粧斑雄d　comfortぬg．　Y◎u　knew伍就kids撫d
been　c口mi買g　to　fh捻＄chool　many　years．　A］ゴd　theダd＄urvived，　You（灘dn’t｛U巴☆om　g（）［ng
to㌢his＄chOol。討ot　instan顧y，　anyway、説e　grinned就that　idea：X　See　Wilson，（田∫v松〆S　22。
一357一
（＄の羅d．，盟M3，ガスのオリバーに対するいじめは第遵章から始まり、第t3章まで続き、第13章の後
　　半でついに鵜解する。
（鵠）W飴蹴α聴r≧1語，97．カナダの東西の文化的相違については、東部アメリカ出身のガスより
　　もオリバーの方が地理的移動距離が長いことからも察せられる。
（39）ベッドフォード弾薬庫の爆発については、註11に記載のあるミミラード（M田就d）の書籍が詳し
　　い。
（艇）恥id．，50，5聾6Lウィルソンのク灘スオ～バー作晶では奨術教師ではなく、英語教師が感情表
　　現の媒介としての役割を担うことが多い。前述のKωyk－K悲f鉱の論文の他、次の論文も参考
　　とされたい。ぬhn蕊世11　Moo托，“Eng聡h　T盟ch蟹s，灘o仇e抵頴d　Me麺p獅rs，”勤eメ比メ1N
　　搬汗允WvOぱ3，鼠瓦3牲鱒6）：4c4壌、
（沮）恥id．，86．
（42）　Ib亙dば，86－91，
（晶）日ud聯W飴ぱ》，“MyC願斑nαa頗t輪：桜ア捷ゐ磁油瑠［T〔＞rO蹴◎lH◎u埜ofA品願iP聡ss，
　　1990），97－109．BudぽW目＄o茸品ぷ㎡ぷ（TOro就Ol　Stoddart，玲艀X
（題）W目son，“α館ette∴97一鰺．
（菊）涯さid、，1041◎8．
（鵜）W瓢on，0㌫培τξ晶＄；℃汕r麟法，”甜8．なお、オリバーがこっそり泣くのは寝室ではなく、屋根
　　裏である。
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